
 
 

 

2022 年 9 月 28 日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 ロ コ ン ド 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 田中 裕輔 

（コード番号：3558 東証グロース） 

問合せ先 管 理 本 部 デ ィ レ ク タ ー 髙 志 成 俊 

（ TEL. 03-5465-8022） 

 

当社連結子会社による事業の（一部）譲受けに関するお知らせ 

 

当社は、2022 年 9 月 28 日付の取締役会決議において、以下のとおり、弊社連結子会社である

RBKJ 株式会社（以下「RBKJ」といいます）が、アディダス ジャパン株式会社（以下「アディダ

ス」といいます）から、同社の営む Reebok ブランドの日本国内事業の一部を譲り受けることを

決定いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．事業譲受けの理由 

 当社の 2022 年 5 月 12 日付「Reebok 国内事業の運営に関する伊藤忠商事株式会社とのライセ

ンス契約締結および合弁会社の設立のお知らせ」に記載のとおりです。 

 

２．事業譲受けの概要 

（１）事業の内容 

 Reebok ブランドの日本国内事業の内、EC 事業、店舗運営事業（9 店舗）および靴卸事業（以

下「本件譲受事業」といいます) が譲受対象となります。 

アウトレット店舗運営事業、アパレル卸事業、ライセンス事業（Reebok ブランドを他社にラ

イセンス供与し、収入を得る事業)は譲受対象には含まれません。 

 

（２）経営成績 

 Reebok ブランドの日本国内事業のアディダスにおける 2021 年度売上高は 89.6 億円、EBITDA

は 11.7 億円となります。 

 

（３）譲渡価額及び決済方法 

譲受価額は 1,138 百万円を見込んでおります（11 月中に最終確定いたします）。決済方法は現

金決済を予定しております。 

 

（４）譲り受ける主要な資産、負債の金額見通し（2022 年 9 月 28 日現在） 

   在   庫：1,033百万円 

   その他資産： 205 百万円 

   合   計：1,239百万円 

 

譲り受ける資産額が譲渡価額を上回るため、本契約に基づき、負ののれんが 60 百万円程度、

発生する見込みです。本契約締結時における見込み金額であり、11 月中に最終確定いたします 

 

３．相手先の概要 

（１） 名 称 アディダス ジャパン株式会社 

（２） 所 在 地 東京都港区六本木 1 丁目 9 番 10 号アークヒルズ仙石山森タワー 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 ステイン・ヴァンデヴォースト 

（４） 事 業 内 容 アディダス・リーボックブランド製品の販売とその付帯事業 

（５） 資 本 金 4 億 9900 万円 

（６） 設 立 年 月 日 1998 年 2 月 19 日 



（７） 純 資 産 9,261 百万円（2021 年 12月 31 日時点） 

（８） 総 資 産 31,209 百万円（2021 年 12月 31 日時点） 

（９） 大株主及び持株比率 Adidas International B.V. 100% 

（10） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません 

人 的 関 係 該当事項はありません 

取 引 関 係 弊社が Adidas 様の製品を販売しております 

関連当事者へ

の 該 当 状 況 
該当事項はありません 

 

４．日 程 

（１） 取締役会決議日 2022 年 9 月 28 日 

（２） 契 約 締 結 日 2022 年 9 月 28 日（予定） 

（３） 事 業 譲 渡 期 日 2022 年 10 月 1 日（予定） 

 

５．会計処理の概要 

 本事業譲受は、企業結合会計基準上の「取得」に該当する見込みです。この処理に伴うのれん

及びその他の無形固定資産等の計上額は現在精査中であり、今後、公表すべき事項が生じた場合

には速やかに開示いたします。 

 

６．今後の見通し 

今後の見通しに関しましては、２（２）経営成績で開示しております売上高には非譲受事業が

含まれている事、また、足下ではサプライチェーンの遅延によって売上が下がっている事から、

弊社連結子会社における本件譲受事業の 2022 年度 (2022 年 10 月 1 日〜2023 年 2 月末の 5 カ月

間) 取扱高は 25 億円を計画しております。 

また、別紙「当社連結子会社による事業の（一部）譲受けに関する補足資料」（以下、「新戦略」）

記載の通り、ロイヤリティ及び仕入手数料の支払いというアディダス傘下では発生しなかった

新たなコストが発生するため、21 年度の EBITDA 水準（11.7 億円）から下がる可能性は高いで

す。しかしながら厳格な収益管理および新戦略記載の計画を実現していく事で、22 年度および

23 年度以降、RBKJ 単体としても黒字を維持できる見込みが高いと考えております。 

本計画値は当社が 2022 年 5 月 18 日付「通期連結業績予想の公表に関するお知らせ」および

「年度計画および新中期計画」で開示した数値となっており、現時点において同計画からの変更

はございません。 

 

2022 年 10 月 1 日以降の戦略に関しては「当社連結子会社による事業の（一部）譲受けに関す

る補足資料」をご覧下さい。 

 

以 上 

 

（参考）当期連結業績予想（2022 年 5 月 18 日公表分）及び前期実績 

 

取扱高 連結売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

当期連結業績予想 

（2023 年 2 月期） 
25,500 13,000 900 870 610 

前期連結実績 

（2022 年 2 月期） 
21,217 9,875 883 852 604 

 


